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八　方　尾　根　よ　り　不　屈　岳

撮　影　　　　高　橋　秀　男

大　町　山　岳　博　物　館
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北ア静かを　三二三
船　塞　岳 剣,麗島,白馬と北アルプスの大パノラマを聖むことが
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針　ノ　木　崎　よll　針　ノ　木　岳

大糸線で大町駅への下車準備をする頃,車窓に映える

北ア連峰を望んだ時,どっしりとした蓮華岳が鰭を引き

その左に美しいビラミット型の端整な北葛岳が続き,平

らな七倉の稜線がそれを補ってゆるやかに続いているの

を望むことが出来る｡北方にそびえる蘭島槍の峻険さに

は及ばないが,そのゆるやかな山容に誰もがも引かれる

ことであろう｡船窪百恵安曇平から望むこと･ま出来ない

が七倉岳の北都に位する2.290米の山である｡

針ノ木から船窪を経て烏帽子へのコースは,後立山と

烏帽子連峰とを結ぶ重要な縦走路でぬるが,今なお訪れ

る人も少なく昔のまゝの静かな雰囲気に包まれているo

北アルプスをくまなく歩き廻ったという人でも,船窪へ

行ったことのおるという人は少ない｡白馬から槍ヶ岳の

稜線上の中間にあって今なお訪れる人が少ないといえば
一般登山着意不思議に思うかもしれないが以孤ま小屋が

なかった為後立山と烏帽子連峰の間にあって忘れられて

いたのかもしれない｡

こゝは遊撃の天下り,北葛乗越,船窪乗越等の名称通

り高低差があるので紘力を消耗する向きがある｡しかし

他のコースに比べ人が少ない,眺望がよい,高山植物が

多い等,静かな山脈をゆっくり楽しむことが出来る｡

コースについて

針ノ木峠を施とに遊撃岳の登りにかゝる,ジグザグ道

を登りきれば蓮華岳の広々とした尾根である｡探みどり

の這松と駒輩の樽くれないが白い砂轍こ映えて雄大な蓮

華岳は美しく彩られ,のんびりとした雰囲気を与えてく

れる｡又展墓は素晴らしく穂高,檎,表裏銀薬楯･立山

を　望　む

出来る｡遠く富士,浅閲,

上信越の山等すべての山の

展望台でおる｡頂上は鼓南

端で大きな指導潔が2,798

米の寵蔓を示している｡頂

上から少し急な道を右に下

る｡ここはri.-い稜線であり

道は踏猛とをたどるので雨

の日や霧に忠注意してもら

いたい｡駒草の群落を左石

に下ると蓮華の天下りとい

われる急な岩場の下りで治

る｡ちょっとしたスリルも

あるが多少なれた人なら容

易に下れてしまうが,初心

者の安全の為に長い鎖が下

げられている｡この岩場を

下りきった処に指導操が治

る｡

この辺りにはカラ松の這ったものやオブジェ状になっ

た木等が訝り,天然の盆栽を見るようで楽しい｡このコ

ルを北高乗越といゝ天正12年佐々威政が越中から信州へ

逃れた時,針ノ木峠を越えた説と,この北葛乗越を越え

たという説があり,今日に至っても末だはっきりした革

は解っていない｡いずれにせよ蓮華岳も針ノ木南も色々

な歴史と伝説をもつ山である｡大日の割こ思いを馳せこ

こで一休みして山なみを眺めていると静かで自分が古人

になったような境地になる事が出来よう｡

こゝから北葛岳の登りである｡岳陸のまばらな稜線を

ゆく｡北葛岳の頂上が見えていて違いが,だらだらな登

りをゆっくり歩くことにしたい｡頂上も近い処で道(,ま信

州側をまくようになる｡この辺りは南山腫物が多く'た

かぬいばら,とうやくりんどう,いわきぎょう等岩の間

からそっと現れその美しきに.まっとすることがぬるo北

畠岳頂上をすぎれば船窪小量への半分以上をすぎたこと

になる｡この辺で腹ごしらえをしたい｡頂上からきれい

な草地を下れば岳塵の中をジクザク下って北葛と七倉岳

のコルになる｡信州側が大きく切れ七倉沢:,ま鼓上部が北

葛岳の兄ととな岩壁に挟められている｡こゝから急な登

行となり最下部に,ハシゴがとりつけられている｡小さ

なピークを三ツ程越えるとと倉岳の指導簾が目につく｡

槍ヶ岳も大分近く望まれ今朝発ってきた針ノ木嶋が郷欧

をそゝる｡こゝからの針ノ木南は針ノ木谷を隔て堂々と

替り立ち,岩肌も厳しく実に立派でぬる｡船窪小量への

下降路は指導操から右下に下るようになっている｡

船津小室は30人種収容出来るこじんまりした山小室で
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ぬる｡小屋主は毎日訪れる数人の登山者の為に山菜をと

り家族的にもてなしてくれる｡雪の消えた後に出るあざ

みの芽を揚げたテンプラは珍味で治り,渡れた登山者の

舌を潤してくれる｡又小屋には登山者の安全を祈る鐘が

あり,鐘の音は彼等に勇気と励ましを与えてくれる｡紙

唐　沢　岳　(上級)

カラサワ岳というと｢舷には,赤いテント,黄色いテ

ントと,たくさんのテントに色とられた,穂高のあの潤

沢岳と間違えられるほど,穂高の潤沢岳の有名なのが分

る｡それだけに大同市の蘭越,餓鬼岳の機に縫える唐沢

岳の存柾を知っている高大は窓外に少ないようである｡

夏なお登山者の姿を見ることの出来ないこの唐沢岳は

今までの登饗史にほんのわずかの名前しか残されないよ

うな山でもある｡これは北アルプスの主脈の中にありな

がら,ほとんど前山的な位置にあり,しかも森林限界が

非常に高く,峻険をきわめておるので,昔から猟師も入

らぬと言われ,この山への開発がおくれたためでもあろ

う｡

34年私たち山の会での集中攻撃が行なわれたが･いま

だその一部を知り得たに過ないほど,この山の瞼わしさ

を知ったので治るo

概要とアプローチ

唐沢岳,標高は2632.4nで餓鬼岳(2647.2n)の西北

に位置し,その北面,四面は高瀬川南面に泉沢,東面

には溝ノ沢にかこまれでおり,頂上附近から流れている

沢に-ノ沢(東沢) ,カラ沢,ヨタ沢(高瀬川) ,野口

釈(滝ノ沢)の四つの急暇な沢筋をもっている｡そして

それぞれの沢の間に西尾根,北尾根,東尾根が派出して

いる｡

大町駅より葛温泉,七倉行のバスにのると20分程もす

ると車は高瀬川左岸の路を素晴らしい景色と'スリルと

を滞契しなから進む,約50先程で葛温泉に清く,七倉ま

ではバスで5a･,歩いても2055･位で着く,こゝからは船

誌岳,或いは烏帽子,槍ヶ岳,三俣蓮華への起点となる

東　　屋　　根

七倉より10ク;位すると左手,木の繁みの中にわずかに

索道を見ることが出来る,東尾根,ヨタ沢への唯一の入

り箇所でおる｡高瀬川を右岸に渡りしばらくするとヨタ

沢の出合に出る｡東尾限えの取付はこゝから100米位上

ったところに左手からA沢が出ている(砂防堤がおるの

ですくわかる)がこの沢をつめて尾根に出るものと'さ

らに2, 3百米位登ると小さな溝に出るが,この左手を.

尾根を登ることが老えられる｡この尾根はB沢岩壁の頭

に出るものである｡ A沢を潤め兼尾根に出ると小さな墾

面の都合上記すことは出来ないが七倉尾根を経て葛温泉

へのルートも治り,針ノ木谷から黒部渓谷へのルートも

ある｡又烏帽子岳への稜線縦走も静かな山旅を望む方に

是非お進めしたいコースであるo

(概況宗達)

を幾つも登り降りしなから,やがて空天を仰ぐがのよう

な峯の下に薄く,これがB沢の頭といわれる茎である｡

約百五〇米の壁である｡こゝネ過ぎるとまた登降の連続

である｡

2400mの北尾根とのジャンクションの下には約80mの草

付の急斜面があり,これを過ぎるとひどい這松帯のブッ

シュコ.ギを頂上附近までいや応なしに味わされるo

北　　尾　　根

ヨタ沢からのコースはヨタ沢中でもーはん右の沢(D

釈)傾斜は急で砂崩があるがザイル使用ならば大丈夫で

ぬる｡尾根筋に出ると樹林で割合歩きやすくなる｡また

カラ沢からの登路はカラ沢出合(東電神沢小屋より約40

分)より30分紐で右手に大きな樺が見えてくる｡これが

金時溝といわれる,こゝは左手のガラ場を登ると滝の上

に出ることが出来る｡こゝより沢筋に約-時間で驚滝に

出る,湾口の岩が輔によく似ているのでこの名前がつけ

られている｡こゝがカラ沢B沢でおるがこの沢をつめる

ことにする,右手には穂高のぴょうぶ岩に決して擾ると

も劣らないような大富壁(韓岩と云われる)が天空に聾

え立っている｡さてしばらく進み,右僕の滝を右にみな

から尾根への急斜面にかゝる｡

尾根へ出てしばらく登ると尾根筋に唯一の唐沢の田圃

と云われる池がある,池を過ぎるとおとは急な尾根が東

尾根のジャンクションへと続く｡

西　　尾　　根

カラ沢から入るのか楽である(解構までは北根宅と同

じ).鷺を過ぎると沢が二つに分かれるが左側をC沢,右

側をDと呼ぶ,ルートはD沢に取る草付とガラ場の中を

登る,右手にはもろい岩壁がおり,常に落石に注慧しな

ければならない｡尾根筋は-ノ沢側が比較的ゆるやかな

斜面である｡トドマツ,シラピソなどの原始林が非常に

きれいでぬる｡一般に帰路はこのコースを使うのか普通

であろう｡

遡　　　　行

いわゆる北面といわれる野口沢,ヨタ沢,唐沢は大き

な滝の連続と,幾つにも53･れている復雑な沢筋と剛とし

たもろい岩,カラ沢をのぞいてはきわめて陰険で暗い沢

であり,種皮な商等技術を要求される｡

なお,どのコースも初登では最抵一泊のビバークをよ

ぎなくされている｡　　　　　　(武田　睦勇)
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風　吹　大　池

風吹岳は大池を初め小敵池,皿の池,斜鉢池･と池鰭

を配した草原からなる｡北アルプスの最北端に位し,ど

り残された景勝の地でめる｡草原と湖のおりなすニュア

ンスは,むしろ女性的なやわらかな美しきと神秘な感を

与える｡自然を心から愛する登山者に親しまれているこ

の地を, ,thない登山者に荒されないように祈りつゝ筆を

とる｡

大糸線北小谷駅にて下車し,工事中の姫川橋を渡り左

に道をとり,乗馬部落の入口で右の風吹極道を土沢に沿

って登る｡広い道でおるが登山者が少ないのでバスは通

っていない○

北小谷駅より1時間3 0分で二俣に曲る｡林道は左手

南保に沿ってついているが二俣の5 0 0米先に近道があ

るのでこれを利用すると早い｡ 2〔悌程急坂をじくさく登

れば又林道に出る｡こゝから両軸と侯を左右に見なから

しばらく行くと林道がなくなり登山道となる｡このあた

りはブナ林で秋になると特産物であるナメコ葺がとれる

ブナ林を過ぎると道はやせ尾根となり'狐戻りに出る｡

今は修理されて安全な場所となったが･皆はこの辺りは

道がけわしくて狐さえこゝから帰って行ったという挿話

がある｡しばらく行くと左下に硫黄泉の流れているのか

見られ硫黄の強い臭気が鼻をつく○だらだらな登りを林

の中にたどると清水が湧出している処がぬる｡こゝで一

休みして行こう｡風吹岳の裾を斜めに登って行くと道は

溝のような凹地となり･水芭蕉の大きな葉が見られ,前

方が突然ひらけ風吹大池が静かに水をた､えている｡二

俣より約3時間である｡昔,地もとに乾ばつが続いた時

農民達は神主をたのんで,風吹に登り大池の中の奇岩の

上で神主に雨乞いをしてもらった｡その時砲の中から大

きな竜が現われいづこへか消えて行った○翌日は大雨降

りとなり,農民の危機は救われたoそれ以来この竜は風

吹大池の主として地もとの人々に伝えられている｡左に

草原台地石に栂やシラピソの針葉樹林,奇岩の素はらし

い岩壁に囲まれた静かな高原の湖といった感じである｡
-　こゝは訪れる登山者も少ないので荒れた処がなく大自

然の美くしさをlhゆくまで楽しむことが出来る｡湖の北

側岸沿いに散歩道が猛る｡大池とならんで奇岩に囲まれ

.:一㌔ づ一京ゝ, ,.WS 

た中に小敷池がある｡こゝがキャンプ指定地であり･大

池に面した高層湿原のため水がしみるのでキャンピング

にはマットレスを忘れぬようにしたい｡又風吹には宿泊

施設がないのてこゝで泊るには必ずテントを持参しなけ

ればならないo

小敵池の北には岩山に松が生い茂り･犬の巣とよばれ

る処がぬるoキャンプ地より大池小敵池の間を通って植

林をぬけると大池の端に出る○凹地をしばらく奥にたど

ると草原の中に大小無数の池糖が見られ･血の池とよば

れる池がある｡気味悪い名称でおるが色は雨水のように

茶褐色に濁っている○イワイチョウ･モウセシゴケ･ム

シトリスミレ,水芭蕉馨の植物が見られる｡又広い草原

の中には細り田圃と呼ばれるところも洩り･イ葺かぬた

かも人間が植えた如く整然と生えているところは･さす

がに禍の田圃である｡いったん引き返して湖の石に廻っ

て登ると草原の台地に出る｡

右下には松の校閲に斜鉱油が見えるoこ､から見る大

池の全景は実に素晴らしく,高原と湖が女睦的な柔らか

い神秘さを与えてくれる｡いずれの湖も皿の池をのぞい

ては水が澄んでおり水中にはクロサンショウウオやモリ

アオガエルが泳いでいる｡

草原をしばらく行くと白馬大池方面への指導楔が見え

る｡霧が発生すると踏めとがないから間違いやすい注憲

が必要である｡細553程行くと蓮華温泉への道がおるが

近年この道は手入れされていないので魔道に等しい荒れ

方である｡蓮華温泉への降り口を右に見なから尾根状の

頭をぬって行くと,左下酬Iの上流には大小の池が鏡の

ように見えてくるo又その下万には控田山の大蹴落のお

rt力視られる｡右手に草原台地が見えてくる0 1944の独

立標高点であるo天候がよければ左から乗鞍岳･小蓮華

岳,雪倉朝日岳の順に眺められるoはるか左下には蓮華

温泉の湯煙を望むことも出来る三角点から道は一旦下っ

てふた､び登りとなり,水芭蕉のおる湿原を過ぎて小山

を登りきれは天狗原の南台に出る°こゝで始めて岩場に

冷水を得ることが出来るo風次に天狗原や･神の田圃が

在するようにこゝも同様高層湿原で大小無数の池が見ら

れるo

指導標にしたがい右手の急な岩場を登りきれば乗鞍の

台地に出前万に青く澄んだ大池が見れるo白馬大池は風

吹大池より大きく山上の素晴らしい湖である｡大池小屋

は池の右手におる｡こゝからは稜線沿いに白馬岳への道

と蓮華温泉への道がある○蓮華温泉からは大所を経て大

糸線平池駅に出る｡又天狗原より道を左にとると栂池に

出る｡こゝから望む白馬三田の雄姿は素晴らしいo冬は

スキ_ツアーのメッカである｡栂池から広い登山道を下

って赤ヌケに出るo

(松沢　黒滝)
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雨　館　山　(申,上級向)

登山口は新潟県側の楓山新湯から尾根筋を登るコース

ど,長野県側の小谷温泉から谷筋を遡Iって登るコースと

かおるが,いづれにしても登山口までの巨りの長いこと

がこの山へ入る登山者を少なくしている原因ではなかう

うか｡またこの山の名前のごとく,蕾雨が多いのにおと

ろくことだろう,案外こんなところから出た山名のよう

に思われる｡

ます中･上級者向きのコースとして,大海用遡行コー

スで紹介してみよう｡

アプローチ

大町駅より大糸線中土駅にて下車,中土駅よりバスに

するか,大町からバスにするかの二つの方法がある｡バ

スの万がおそいが中土駅での接続のことを考えるより良

いように思われる｡大町より4時間ないし4時間半もか

ゝるので,募皆の場合は大海川取入附近,旅館だと小谷

温泉の2軒があるのでこゝでゆっくり休みたい｡

早朝に温泉棺を後にする｡道は衝のすく嚢から,揚峠

への道を登る,途中鎌池といわれる池があるが,朝はそ

こ迄登らぬうちに軌道跡又は用水路が治るのでそれを有

にとると約1時間半位で大海用の取入口に清くこゝか

らは道はなく大海川を遡ることになる｡石がすべるの

でわらじを用慧した万が行動もスムースに進む,取入

口附近では非常に広かっ次た沢筋も第にせばまり,だ

いぶ山奥へ入ってしまったんだなあという気がしてく

る｡約2時間もすると沢が急右折すると左手に小さな

沢が出る,これが荒菅沢の出合でおる｡これから上は

大倉沢となり左手の少さな沢が,いわゆる頂上桓下に

つながる荒菅沢である｡黒滝を右に見なからせまい沢

を遡ていくとやがていくつかの小さな樺を越す｡次第

に視野も開けてくるとこゝから頂上喧下の岩壁の偉容

さに思わず目を見はるゴルジュ(両岸のせばまったノ

ドのようなところ)を過ぎると左右にカール状のスラ

ブがありその上に,タテ縞岩壁がそゝり立っている姿

に思わす感嘆せずにはいられないだろう｡こゝは東南

に位置しているので非常に明るく緩急さまざまな斜面

は,中級着,上級者いづれにも向くような岩登りを楽

しませてくれることだろう｡最後の革付のかれを登る

と尾根筋には小さな池が洩り,こゝから頂上へは急坂

を10分腹で登りきることが出来る

静かな山を楽しむために多少の苦労をしてもと思う

山である｡

(武田隆男)

記念スタンプできる
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ヒ　カリ　ゴ　ケ　雑

光るコケにヒカリゴケ(喬類),ヒカリゼニゴケ(苔

類)がある.前者にくらべ後者は一般の人たちにはあま

りその名前が知られ所の水谷物醐艮部植究正ていないo

美氏によると,昭和33年熊本県人吉の鍾乳洞内でヒメゾ

ャゴケに混生している,かなり強くオレンジ色をおぴた

金色に光っているコケを採集し,研究所に持ち帰り検鏡

した結果,アジヤの熱帯に多いヒカリゼニゴケで･しか

も日本新瞳の科のコケであることが確認された.その後

ほかからの産地の報告がなく,したがって長野県下から

も発見されていないためなじみがうすい｡

これにくらぺると前者のとカリゴケは発見年代が古く

しかも,日本では長野県で最初に発見され,小･中学校

の理科の教科書或は小説等にとり入れられたため,名前

そのものはよく知られているが,実物,または実際に光

っている状態を観察した人はきわめで少いと思う｡

本態について私は,さきに本誌上にその洩らましを書

いたが,分類学上1科1屈1種で,シベリヤ,欧州,北

莱,日本等北半球の北部に広く分布しており'これ以上

進化することのできないものとされている｡天野研究所

折井英治博士は, 18世紀の終りころイギリスとドイツで

初めて発見され,日本では明治43年,長野県岩村田の洞

穴内で発見,以来今日では北日本に広く分布していると

云われまた,熊本大学野口彰,名古屋大学高木典雅両博

士は,堀川博士によはれ長野県大題材(35030'L･N･)

を最南限とし,北は北海道まで分布するが,東拙也万か

らはその産地が知られていないことは非常に奇なことと

されているを報告し,南西の限界を木曽御嶽と発表され

ている｡

現在生育地の条件としては,日光,風雨が直接当らな

い洞穴,樹根穴肉筆で光強度で憤射日光の1 /50-1/20

0,湿宴90-100%湿度16-25ccが最適とされているo

高湿にはきわめて弱く,低温に対しては-0･20cc位ま

で耐えられる｡以上のように限られた条件があるため生

育地が自然に決り,さらに乱獲により年々減少の一途を

たどっている｡初めて発見された当時はこく身近で観察

されたのか今日では全く影をひそめ,主として針葉閏林

帯にその多くは安定した生育を営んでいる｡

私は一昨年から本態の大町地方における分布について

種々調査しているが,未完政ながら参考までに野帖から

ひろってみると(北アルプスを除く) ,大正の初期から

感
平　林　　昭　一　郎

昭和0年頃まで相当多量に生育し誰でも目にふれること

のできた生育地が38カ所(大町9 ,平出常盤12,社6

) ,少壁で注慧しないと観察できない生育地が12カ所(

大町2,平6,常盤2,社2)の計50カ所あったか･現

在は8カ所(大町1,平3,常盤2,社2)だけとなり

しかも,非常に少く注慧しないとその存在がはっきりつ

かめない状態になっている｡またこの生育地50カ所を3

っに分けると神社寺院境内22,人家附近8 '山地森林内

20カ所で,現在は神社寺院境内3 ,山地森林内5カ所に

減少している｡さらにこれを生育環境からみると岩石の

空間困29,石垣の空間内6 ,樹枝洞穴軸5カ所となって

おりこれが現在わずかに岩石の空間内7 ,石垣の空間内

1カ所のみ確認できるたけである｡この減少の主な原因

についてみると,自然の破壊力(風水害等)によるもの

9 ,人為力(乱獲,森林の伐採等)によるもの29･その

他4を数えている｡

以上は今まで調査した概要のこく一部分であるが･調

査の完了次第その祥細について本誌上に発表する予定で

ある｡とにかく50カ所の多きに遷した生育地が約20数年

間に1割となりしかも,その最大の原因は人為力による

特に乱獲が主になっていることは見のかせない｡これに

っいて私は小学校の頃,近所の餓鬼大将と数人で学投の

近くの神社へ行き,杉の樹枝洞穴内に生えていたものを

片端しから取り煽りに小さい土の魂をもらい押入れの内

で黄金色に輝く光を見て得意になったことがあった｡大

体その場限りで翌日には全然光らない｡母に話すと神様

の霊がこの土にのり移りまたお宮へ帰るのだと話してく

礼,こんと絶対に取ってくるな,と云われたことを今だ

に記憶している｡しばらくしてからわかったことだが･

理科の教材にしようとして先生が手酷こ生育場所を教え

取ってくるよう頼んだそうである｡とんだ教材であり･

今考えるとまことに精しい気がしてならないo

こう言った減少はただ大田市のみにみられる現象では

なく,各地でももこっており天然記念物の名のもとに保

護されている捌か多い｡郷土で私たちの身近かに生育し

ているこのようなとカリゴケはもちろん野生のフクジエ

ソウ,サクラソウ,スズラン等賞重な棺物は本当に良心

的に探護しいつまでも存続するよう,心力卑ナたいもので治

る｡　　　　　　　　　(山博学芸員)
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動物園白話
カモシカ

週刊朝日の最近引こ日本でカモシカを飼育しているの

は2カ所であるとでていた｡

残念ながら本館(まその中に:･*なかった｡飼育年数から

いけば満7年になる〃忠子〃が一番良いのではないかと

想う｡そして人にこれほど馴れたカモシカも他にはいな

いのではないか?　人は嘗敏におらずの鰭裾よ幼広の頃

から飼育したためかもしれない｡

しかし野塩の動物は年月を経るとともに野性味をとり

戻すのか普通なのだが････････｡そしてこの〃忠子〃さん

に飼育簾も悶ちぎれる時がある｡掃除に粛金に入るとノ

ソノソとついて来てゴミ取卵こドカツと足をすえ典をす

り寄せたり,ナメたりするので,仕事がはかどらないか

らである｡

7才になった忠子さんのために,いいムコサンは居な

子どもといっしょの〟昌子〝

いものかと我が子の陳に飼育孫は懸命であるoいいムコ

サンの話しは是非ご一報下さる陳にと,今日も子供を相

手に生活しています｡　　　　　　(千葉林多司)

ゴ　ジ　ウ　カ　ラ

長　沢　修　介

ずっと以前白馬岳の猿倉小屋でこの鳥の大高で曝るのを

聞いたことが移った｡丁度5月の運航の時だったのでま

だ雪が沢山残っており小屋の周辺は斑に雪が潤えかけて

いる頃であった｡ブナの大木の中であちこちからこの烏

のフィ,フィ,フィ,という大声が聞かれた｡今年は香

のi山こ入る機会が少なくついこの声を聞く事ができなか

ったが6月になって,近々とこの烏に会う機会に恵れた

戸隠での探鳥会の前日,あいにく午后から小雨が降り始

めだがそれでも楠の周辺ではアオジやグロツグミの美声

ムシ　を捕えたゴジウ　カ　ラ

が聞かれシジウカラやコガラが窓近く迄飛んで来た｡部

屋にいるのももったいない様な気がし,幸い雨も傘を必

要とするほどでもないので外に出て夕刻の小鳥の声を聞

いていると頭の上の杉の木で少さな声でささやきながら

伸むつまじく餌をあさっているこの鳥の夫婦を見つけた

この烏は他の馬連と興って足の力が非常に強い｡森林の

木蝶とさえ言われているキツツキの類でさえ木の幹を上

るのに丈夫な足と強い尾が補助に用いられしかも上るだ

けで下ることはしないのにこの鳥は足の力だけで木の幹

を上下自由に歩き過る｡良く見ていると幹に逆に止って

もそんなに苦しくない様で軽々と平気で止りさかんに虫

をあさっていた｡きっと近くの洞にはヒナが親の帰りを

待っているのであろう｡
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カモシカ舎新設予算議決

特別天然記念物カモシカを堵殖し

ようと上野動物園の浅倉,大島両係

官が来館し種々討議された｡その結

莱,本鰹裏に教養舎を新設し(既動

物園計画の通り)その計画を進めて

行こうと本館ではカモシカ放養舎用

予算を議会に提出議決された,間も

なく施設工部,こ諸工する｡

日本ではじめてのカモシカ増殖が

試みられる日も遠くないことと思う
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博　物　館　だ　よ　リ

5月27日　野鳥の声を聞く会は朝4時30男に大町駅を

貸切パスで出発,居谷里湿原の澄みきった朝の空気をす

いながら,美しい小鳥の声に日曜日の一時を過した,参

加者60名｡

6月9.10日　全日本ワンダーフォーゲルは麗島槍の

隣大谷原で開催された｡ちょうど梅雨時でおり,雨に見

舞われ仝コースを歩くことはできなかったが,本館学芸

員は自然画の指導に施たった,参加人員84校7CO名｡

6 1月4. 15日　野鳥標識調査は昨年開こ引きつづいて

行なわれ,両日は北安小谷村小谷温泉附近で行ないヒナ

100羽に標識リングをとりつけた｡

6月17日　八方･唐松日帰り登山は好天にめくまれ'

初夏の緑を満喫しなから残雪の山肌に若い歌声がこだま

し,早や咲きだした南山植物の花々に楽しい日を過した

参加人員53名｡

五月の初めに桶川入りへ登ってみた｡

稀である｡おとろいたことはあの谷の入口,

の大きかったことである｡桜にも二百種類から

桜か,何種に腐するかは全く知る由もないが

残雪の消えぎわにはコゴミが一面に芽を出

芽の小さなものミでリックは一つはいになる｡

頃の芽が一面にあるではないか,たしかに登

ですでに手頃に伸びている｡

こうした現象は親の原へわらび取りに行っふ

気温と,温度とそしで水気や太陽の光線や

り上げたら面白いことで移ろうと考えた｡

博物館の仕事というようなものはとかく世

れた陳列物の宙とう的価値をみるというよう

かううか?,そうだとしたらこれは大いに認

かも知れないがコゴミ取りやわらび刈りの中

華大町の山岳博物館はこうした万両にも力を

生きた博物館こそ今后の社会教育にもっとも

はどうかと思う
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資　料　寄　贈

小六教育技術61-8　小学館,立正史学No17-23九千

百,会報No6ト6,7　讃歩渓流会,兵岳遵報　兵踵風山

岳連盟,京都山岳　京都山岳会,岳友No62　岳友クラ

ブ,岳友年報　面皮クラブ,わらじNo47　わらじの仲

間,長野県山岳連盟報　長野1割山岳連盟,山ひだNo lO

千葉大医学都田患部,国立公園No141国立公園協会,

自然科学と博物館　国立科学博物館,私たちの自然No5

7　日本鳥類保護運搬,比婆勧学No57　比和勧学博物館

地質ニュース　地質調査所, OMCレポート　奥多摩山

岳会　　　　　　　　　　　(敬称略)

岳の裏側は雪も多いし,植物も豊富でしかも訪れる人はきわめて 

他原の部落からわずか登ったばかりの山腹に咲いていた山桜の花 

らの異つたものがあるとのことでぬるが,私は何という名称の山 

今までこんなに大きな花の咲<I⊥l桜は見たことがないo 

しているo手頃なものから掴んでリツクにつめる,たちまちコゴ 

のは威して登る,ところが昼をすぎて元の道筋を下ってみると手 

りには小さくて摘み兼ねて威したはすであるoそれが1,2晴間 

た晴にも気付いたことである 

ら色々の条件で植物の成育の時臨場研究というようなテーマを取 

間の人は妙な考えにとらわれているo館という建物の中に並べら 

なことが,まだまだ博物館に対する一般世間の人達の認識ではな- 

誠を新にしなければならないと思う｡楯物の威青といえば難しい 

に我々の学ぶべき何かゞあるとすればこれこそ実地の勉強でぬる 

いれて小鳥の声をきいたり植物採集の催しをしてくれいてるが, 

必要なものだと思う,たまには酒の譲造課程の研究などもあって 

(平林武夫) 
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